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調症の全ゲノム関連解析（genome-wide association study: GWAS）では多くの疾患感受性












（>500 kb）を持った群は持たない群に比べPRSsが低いという報告がされた（Bergen et al. 
Am J Psychiatry. 2019）。我々はサイズの小さいCNV（>10 kb）を含めて日本人サンプルの
みで統合失調症におけるPRSsとCNVの関係性を調べた。
【対象】
　aCGH （NimbleGen 720K Whole-Genome Tiling array または Agilent SurePrint G3 
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